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巨
額
損
失
出
れ
ば
国
民
に
ツ
ケ

「原
発
依
存
」
東
芝
の
二
の
舞
Ｐ

日
立
製
作
所
と
日
本
政
府
は
、
巨

額
な
損
失
が
出
れ
ば
国
民
に
ツ
ケ
が

回
る
枠
組
み
で
原
発
輸
出
を
進
め
て

い
る
。

「原
発
依
存
」
が
東
芝
破
綻

の
要
因
と
さ
れ
、
日
本
の
経
済
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
大
き
く
歪
め
る

「原
発

依
存
」
の
抜
本
是
正
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
き
、
そ
れ
に
逆
行
し
て
日
本

政
府
と
企
業
が
二
人
三
脚
で
懲
り
な

い
道
を
歩
む
の
は
無
謀
で
あ
る
。

日
立
は
三
〇

一
二
年
に
英
原
子
力

子
会
社
ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
ニ
ュ
ー
ク
リ

ア
・
パ
ワ
ー
を
買
収
し
、
英
ア
ン
グ

ル
シ
ー
島
ヴ
イ
ル
フ
ア
に
原
発
二
基

建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。
総
事
業
費

二
兆
円
規
模
。　
一
九
年
頃
に
最
終
投

資
決
定
、
三
〇
年
代
前
半
に
運
転
開

始
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

日
本
側
の
融
資
分
は
メ
ガ
バ
ン
ク

や
国
際
協
力
銀
行
か
ら
の
資
金
で
ま

か
な
う
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
巨
額
融
資
を
政
府
が
全
額
出
資

す
る
特
殊
会
社

「日
本
貿
易
保
険
」

（Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
）
が
百
ビ
保
証
す
る
こ

と
に
合
意
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
事

業
の
損
失
に
は
保
険
が
支
払
わ
れ
、

国
民
に
ツ
ケ
が
回
る
枠
組
み
で
あ
る
。

途
上
国
向
け
が
原
則
の
百
絆
政
府
保

証
を
先
進
国
で
の
事
業
に
適
用
す
る

の
は
異
例
で
あ
る
。

一
六
年
末
に
日
英
両
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
担
当
相
が
署
名
し
た

「協
力
覚

書
」
で
は
日
立
の
事
業
名
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。　
一
七
年
十
二
月
に
は

「日
本
側
は
英
政
府
と
資
金
支
援
と

の
大
枠
を
二
〇

一
七
年
中
に
も
固
め

る
」
な
ど
と
す
る

「今
後
の
協
力
に

関
す
る
書
簡
」
を
日
英
エ
ネ
ル
ギ
ー

担
当
相
が
交
わ
し
た
と
さ
れ
る
。

笠
井
亮
日
本
共
産
党
衆
院
議
員
は

「原
発
ゼ
ロ
の
未
来
へ
福
島
と
と
も
に

３
・
４
全
国
大
集
会
」

○
日
時
＝
二
月
四
日
（お

８̈
～
〓
一８

佳査
〓　
一台
ご
～
ぶ
【８

デ
モ
）

○
場
所
＝
東
京

・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

○
主
催
＝
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会

「原
発
ゼ
ロ
週
間
」
（３
日
３
～
３

日
１
１
）
を
呼
び
か
け

○
原
発
訴
訟
勝
利
へ　
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
誕
生

（二
面
）

（）
不
拠
原
発
　
地
震
想
定
を

「過
小
評
柿
ど
　
（四
画

〇
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

「核
戦
蕗
中の
見
直
し
」

（五
百

蚕
興
驀
集
貸

・‐
ュ
整
響

○
日
時
＝
十
一
月
十
日
～
十
一
日

Ｑ
場
所
Ｈ
柏
幡
署
甲
撃
曇
委
芥
■
（懸
藤

衆
院
予
算
委
員
会

（二
月
六
日
）
で

「首
相
は
英
国
で
原
発
新
設
の
協
力

推
進
を
約
束
し
た
当
事
者
だ
。
資
金

面
の
支
援
も
含
め

一
体
と
な
つ
て
推

進
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
追
及
。

安
倍
首
相
は

「首
脳
間
の
外
交
上
の

や
り
と
り
な
の
で
答
え
は
差
し
控
え

る
」
と
答
弁
を
避
け
た
が
、
否
定
は

し
な
か
つ
た
。
首
相
が
議
長
を
務
め

る
未
来
投
資
会
議
で
中
西
宏
明
日
立

会
長

（
次
期
経
団
連
会
長
）
が

「
（原
発
輸
出
は
）
政
府
が
民
間
と

リ
ス
ク
を
シ
エ
ア
す
る
こ
と
が
出
発

点
」
と
発
言
。
日
立
社
員
が
経
産
省

の
海
外
資
金
協
力
の
担
当
課
に
赴
任

し
て
い
る
こ
と
も
判
明
。
文
字
通
り

政
府
と
日
立
の
二
人
三
脚
の
原
発
輸

出
は
キ
ツ
パ
リ
や
め
る
し
か
な
い
。

●
原
発
シ
ス
テ
ム
は

ウ
ラ
ン
濃
縮
技
術
、

再
処
理
技
術
、
艦
船

動
力
炉
技
術
な
ど
軍

事
技
術
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
技
術

は
も
と
は
核
兵
器
技
術
で
あ
る

●
同
じ
軍
事
技
術
の

「表
の
顔
」

が
核
兵
器
で
あ
り
、

「裏
の
顔
」

が
原
発
で
あ
る
。
核
兵
器
開
発

と
原
発
開
発
は
補
完
関
係
に
あ

る
。
英
国
で
は
原
発
の
目
的
と

し
て
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
生
産
と
発

電
の
二
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

●
米
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領

の

「平
和
の
た
め
の
原
子
力

（＞

ざ
調

「
民

「
８
８
）
」
国
連
演

説

（
一
九
五
四
年
十
二
月
八
日
）

以
来
、
原
発
は
原
子
力
の
平
和

利
用
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際

は
平
和
利
用
と
は
異
な
る
も
の

で
あ
る
●
核
兵
器
廃
絶
運
動
と

原
発
ゼ

ロ
運
動
は

「
兄
弟
」
関

係
に
あ
る
。
日
本
で
の
原
発
推

進
勢
力
は
ア
メ
リ
カ
の

「核
の

傘
」
勢
力
と
重
な
る
。
さ
ら
に

憲
法
改
悪
勢
力
と
も
重
な
る
●

核
廃
絶
運
動
、
原
発
ゼ
ロ
運
動
、

憲
法
改
悪
反
対
運
動
は

「ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
」
運
動
で
あ
る
。


